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本
会
議　
意
見
交
換

●
令
和
10
年
の
財
政
見
通

し
で
実
質
公
債
費
比
率
14
・

３
％
、
国
の
指
導
ラ
イ
ン
の

18
％
に
は
余
裕
が
あ
り
、
こ

の
事
業
計
画
は
持
続
可
能

な
範
囲
だ
。
計
画
的
な
先
行

投
資
で
不
健
全
な
借
金
と
は

違
う
。

●
実
質
公
債
費
比
率
18
％

を
超
え
て
い
る
の
は
全
国
で

夕
張
市
だ
け
。
健
全
化
の
数

値
だ
け
で
は
実
態
は
分
か
ら

な
い
。

●
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
事
業
規
模
の
め
ど
も
立

た
な
い
の
に
、
財
政
見
通
し

を
安
直
に
大
丈
夫
な
ど
と
言

う
べ
き
で
は
な
い
。

●
子
育
て
複
合
施
設
は
財

政
が
厳
し
く
て
も
既
存
施

設
の
整
備
で
や
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
。
最
優
先
の

事
業
だ
。

●
６
町
の
均
衡
を
保
っ
た

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
20

年
前
の
話
で
、
時
代
は
動
い

て
い
る
。
中
心
核
が
な
い
と

ま
ち
は
再
生
で
き
な
い
。

●
合
併
当
初
の
理
念
で
あ
る

「
６
町
の
均
衡
あ
る
発
展
」

は
、変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

●
そ
こ
に
生
ま
れ
て
住
ん
で

い
る
人
が
そ
こ
で
住
み
や
す

い
ま
ち
に
す
べ
き
だ
。
住
む

人
達
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て

こ
そ
の
本
市
だ
。

●
こ
れ
ま
で
の
審
議
会
の

答
申
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民

の
声
を
聴
く
会
な
ど
で
市
民

ニ
ー
ズ
は
明
ら
か
。

●
市
民
の
声
を
聴
く
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
建
設
す

べ
き
・
あ
っ
た
ら
い
い
と
い
う

声
が
63
％
、
反
対
と
い
う
声

が
37
％
。
こ
の
都
市
拠
点
エ

リ
ア
内
で
は
、41
％
が
賛
成
、

そ
れ
以
外
か
い
ら
な
い
が

45
％
。見
え
方
は
両
面
あ
る
。

●
本
市
発
足
か
ら
22
年
目

を
迎
え
て
未
だ
に
旧
町
意
識

が
消
え
な
い
。
私
た
ち
は
京

丹
後
市
と
い
う
１
つ
の
自
治

体
と
し
て
の
未
来
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
第

一
歩
が
都
市
拠
点
構
想
だ
。

●
都
市
拠
点
は
市
の
経
済

活
動
や
市
民
生
活
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
担
う
。
そ
の

候
補
地
は
国
道
３
１
２
号
と

４
８
２
号
の
商
業
機
能
が

集
約
す
る
エ
リ
ア
で
、
利
便

性
が
あ
り
他
で
は
代
わ
り
得

な
い
。

●
今
回
の
構
想
が
ダ
メ
な
ら

土
地
は
も
う
見
当
た
ら
な

い
。
簡
単
に
は
買
え
な
い
。

本
会
議　
討
論

　

賛
成
討
論　

●
本
市
の
未
来
へ
向
け
て

の
歴
史
的
な
分
岐
点
に
な
る

事
業
で
あ
る
。
第
３
次
総
合

計
画
が
掲
げ
る
多
極
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
実
現
へ
の
心
臓
部
で
あ

り
、
そ
の
中
央
拠
点
を
形
成

す
る
。
既
存
施
設
の
改
修
で

は
実
現
で
き
な
い
。

●
財
政
へ
の
懸
念
は
当
た

ら
な
い
。
実
質
公
債
費
比
率

に
は
余
裕
が
あ
り
、
今
後
の

大
型
事
業
を
見
込
ん
で
も
体

力
は
十
分
に
あ
る
。

●
こ
の
複
合
施
設
の
整
備

は
、
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
図

書
館
の
再
構
築
と
い
う
３
つ

の
柱
を
同
時
に
推
進
す
る
。

地
域
経
済
に
も
好
循
環
を
も

た
ら
す
。

●
国
の
目
指
す「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」の
実
現
に
応
え
る

時
宜
を
得
た
事
業
で
あ
る
。

●
単
な
る
箱
物
で
は
な
く
、

子
育
て
支
援
、
図
書
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ

た
重
要
な
複
合
施
設
で
あ

り
、
少
子
化
対
策
へ
向
け
た

確
か
な
投
資
で
あ
る
。

●
本
市
の
将
来
を
大
き
く
左

右
す
る
事
業
で
あ
る
。
商
業

区
域
の
中
心
地
に
公
的
施
設

を
整
備
し
、
市
民
生
活
に
相

乗
的
な
利
便
を
も
た
ら
す
。

●
今
後
一
層
の
人
口
減
少

が
進
む
中
、
現
状
維
持
だ
け

で
は
発
展
を
期
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

●
財
政
抑
制
な
の
か
未
来
へ

の
投
資
な
の
か
が
拮
抗
し
た

議
論
と
な
っ
た
。
人
口
減
少

が
進
む
中
、
将
来
を
見
通

し
た
先
行
投
資
が
必
要
だ
。

そ
れ
に
よ
っ
て
若
い
世
代
が

戻
っ
て
く
る
ま
ち
を
つ
く

れ
る
。

●
３
千
筆
を
超
す
署
名
の

重
み
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

●
否
決
と
な
る
と
、
将
来
の

こ
ど
も
部
の
行
き
先
に
も
影

響
が
出
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
停
滞
も
危
惧
さ
れ
る
。

1日こども広場の様子

都市拠点整備事業予算都市拠点整備事業予算（補正３号）（補正３号）賛成少数で否決！賛成少数で否決！
６月定例会で継続審査とされた補正３号 都市拠点
整備事業予算は、白熱した意見交換・討論の末、予算
決算常任委員会で９対９の可否同数となり、委員長
裁決で否決。本会議でも多くの意見交換・討論を経
て９対１０の賛成少数で否決となった。

― 補正３号 ―
都市拠点の候補地をしんざん小南側から大型商業施設
前に変更、その用地取得と工事設計委託などを行う。

予算額は4億5826万円　事業総額は約55億円
予定されていた都市拠点候補地
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◆補正予算（3号）



 
　

反
対
討
論　

●
総
合
的
な
都
市
拠
点
公

共
施
設
を
目
指
す
基
本
計

画
だ
っ
た
が
、
敷
地
面
積
の

関
係
で
市
民
ホ
ー
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
文
化
関
係
が
削
除
さ

れ
た
。
一
方
で
費
用
は
55
億

円
も
か
か
る
。
基
本
計
画
に

立
ち
返
り
、
広
く
都
市
拠
点

エ
リ
ア
の
中
で
再
検
討
す
べ

き
だ
。

●
財
政
の
裏
付
け
な
き
巨

額
の
投
資
は
問
題
だ
。
聖
域

な
き
歳
出
見
直
し
で
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
一
方
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
、

１
８
０
億
円
を
超
え
る
事
業

と
な
る
。
将
来
世
代
に
過
大

な
負
担
を
残
す
可
能
性
が

高
い
。

●
図
書
館
も
子
育
て
施
設

も
市
民
に
と
っ
て
は
大
切
な

も
の
。
こ
の
議
案
が
否
決
と

な
っ
て
も
市
は
あ
ら
た
め
て

計
画
を
練
り
直
す
べ
き
だ
。

●
今
回
の
進
め
方
に
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
多
く
の
人
が

参
加
し
て
作
っ
た
当
初
の
計

画
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
の

に
、
市
民
の
意
見
聴
取
は
不

十
分
で
パ
ブ
コ
メ
も
な
い
。

●
65
年
間
で
１
８
０
億
円

以
上
の
巨
額
な
負
担
。
十
分

な
財
政
見
通
し
の
検
証
が
で

き
て
い
な
い
。
今
後
の
ゴ
ミ

処
理
場
や
病
院
な
ど
へ
の
財

政
的
な
懸
念
を
持
つ
。

●
拙
速
な
決
定
で
中
途
半

端
な
も
の
を
作
る
べ
き
で
は

な
い
。

●
多
世
代
交
流
型
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
複
合
施
設
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
内
容
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
立
ち

止
ま
る
の
も
英
断
だ
。

●
駐
車
場
も
狭
く
交
通
量

も
多
い
場
所
だ
。
図
書
館
整

備
に
指
定
管
理
制
度
の
導
入

を
検
討
と
の
こ
と
だ
が
、
危

惧
の
声
を
多
く
聞
く
。

●
一
番
の
懸
念
は
財
政
だ
。

今
そ
の
厳
し
さ
か
ら
多
く
の

公
共
施
設
の
修
繕
が
で
き
て

い
な
い
し
、
地
区
要
望
の
実

現
も
不
十
分
。
こ
の
事
業
の

た
め
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
な

さ
れ
る
。
そ
の
負
担
は
将
来

の
子
ど
も
達
に
か
か
る
。

●
大
幅
な
計
画
変
更
を
と

も
な
う
55
億
円
の
事
業
を

短
期
間
で
審
査
採
決
せ
よ

と
い
う
今
回
の
提
案
は
、
議

会
軽
視
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

●
こ
の
議
案
は
、
拮
抗
し
た

議
論
の
末
に
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
否
決
と
な
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
本
質

的
な
課
題
が
い
く
つ
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
状
態
で

の
事
業
認
定
に
は
無
理
が

あ
る
。

●
都
市
拠
点
、
新
規
建
設

ば
か
り
が
整
備
で
は
な
い
。

既
設
の
建
物
に
併
設
し
て

い
く
こ
と
も
可
能
だ
。

●
合
併
時
の
約
束
は
、
今
住

ん
で
い
る
地
域
に
住
み
続
け

ら
れ
る
こ
と
。
中
央
が
よ
く

な
っ
て
も
周
辺
地
域
が
よ
く

な
る
と
は
限
ら
な
い
。

●
ま
ず
中
心
に
と
言
う
な

ら
周
辺
部
の
皆
さ
ん
に
も
安

心
を
提
供
す
べ
き
だ
。

【
賛
成
９
・
反
対
10
で
否
決
】

◆
補
正
３
号
の
否
決
に
伴

い
、
新
た
に
都
市
拠
点
公
共

施
設
整
備
検
討
経
費
（
59
万

円
）
が
補
正
５
号
で
他
の
事

業
と
共
に
提
出
さ
れ
ま
し
た

（
総
額
５
４
０
万
円
）。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

令和7年8月2日令和7年8月2日（土）（土） 市民の声を聴く会開催 市民の声を聴く会開催
参加者アンケート結果参加者アンケート結果

審査の中で、執行部による住民への周知が不十分であったことから、議会として公聴会を開催。審査の中で、執行部による住民への周知が不十分であったことから、議会として公聴会を開催。

峰山図書館

●『ここで子育てしたい』『住み続けたい』
と思える拠点整備は重要。

● 子どもたちや子育て世代が過ごしやすい
地域になれば人口がもっと増える。

●集客力がある施設になると思うので、他
の店舗にもプラスになる。

●買い物のついでに行けるのはとても便利。
●この場所は、多くの市民にとってアクセス

しやすい「交通の結節点」。
●待ち望んでおり、ここまで引っ張って「今

さらできません」では納得できない。

肯
定
的
な
意
見

肯
定
的
な
意
見

●ランニングコストが将来の負債となり不安
である。

●ゴミ処理施設の建設や既存の学童保育へ
の十分な予算配分など課題がある。市の
最優先課題なのか。

●交通量が多く、子どもの安全や交通渋滞
の悪化を懸念。

●市民へ周知されない事業を進めることに
疑問。

●市民ホールや文化施設がカットされ大変
残念。

●峰山中心のまちづくりにつながる計画で
反対。久美浜町や丹後町など、中心部と
周辺部の格差がさらに広がる。

反
対・慎
重
派
の
意
見

反
対・慎
重
派
の
意
見

3 2025. 11

◆補正予算（3号）



令和令和６６年度年度 歳入歳出決算を歳入歳出決算を 認定認定
決算審査では、物価高騰対策や子育て支援策の拡充、また合併特例債の活用最終年度として、庁舎増築棟等など決算審査では、物価高騰対策や子育て支援策の拡充、また合併特例債の活用最終年度として、庁舎増築棟等など の大型事業が進められたことにより、大きく膨らんだ予算の執行が適正であったかどうか確認。財政運営全体との大型事業が進められたことにより、大きく膨らんだ予算の執行が適正であったかどうか確認。財政運営全体と
しては黒字が確保された一方、市立病院の経営など市が直面する課題も明らかになった。議会はこれらに対ししては黒字が確保された一方、市立病院の経営など市が直面する課題も明らかになった。議会はこれらに対し 厳正な審査を行った。厳正な審査を行った。

一般会計
歳入総額 439439億億　　818818万円万円
歳出総額 423423億億 77177717万円万円

か せ ぐか せ ぐ
○ふるさと納税 寄附額 23 億円を達成	 23 億 3245 万円
○ゼロゼロ融資などの事業者負担を軽減	 3113 万円
○ 高温対策など営農継続を緊急支援	 1741 万円
○「海業」推進のための共同利用施設を支援	 300 万円

は ぐ くむは ぐ くむ
○網野学校給食センターを整備	 16 億 6942 万円
○中学校トイレ洋式化	 1 億 1983 万円
○定住促進のための奨学金返還支援	 4861 万円
○グローバル教育・探究学習を推進	 1955 万円

さ さ え るさ さ え る
○市立病院・診療所運営を支援	 14 億 5427万円
○こども家庭センターを設置、産後ケア無償化	 644 万円
○重層的支援体制を全市域へ展開	 2463 万円

つ な ぐつ な ぐ
○国史跡網野銚子山古墳の環境整備	 5400 万円
○文化芸術によるまちづくり	 3577万円
○自治体標準化システムへの移行準備	 1 億 3642 万円

見過ごせない課題に議会が動く
市立病院の経営危機市立病院の経営危機
人件費や物価高騰などにより 7 億円を超える経常赤字となり、資金不足比率も 7.78％に悪化。
市民の命の砦を守るにも、もはや一自治体の努力で乗り越えられる限界を超えている。
➡国へ地域医療の確保・充実及び自治体病院経営の安定に向けた診療報酬・財政支援並びに
医師等確保施策の強化を求める意見書を提出。（内容は10ページ）

e バイク事業の低迷e バイク事業の低迷
予約システムに 600 万円以上を投じた事業の予約件数が 3 件と、 令和 5 年度決算に議会が改善を
求める附帯意見をつけたにも関わらず利用実績が悪化。改善努力の欠如であり議会軽視である。
➡民間事業者へ同システムの責任と権限を移譲し、市の財政支援なしで自立運営と利用促進策
を実施するように附帯決議を付した。

ふるさと納税返礼品のカニ

こども部　窓口対応の様子

学校給食調理の様子

整備された網野銚子山古墳
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地方交付税
154億6179
（35.2％）

歳  入
439億818

歳  出
423億7717

市税
51億3245
（11.7％）

繰入金
27億437
（6.2％）

繰越金
11億5219（2.6％）

使用料及び手数料
5億7162（1.3％）

分担金
及び負担金
1億5083（0.3％）

寄附金
23億3245
（5.3％）

その他
8億1125
（1.9％）

その他
22億7903
（5.2％）

物件費
64億9496
（15.3％）

積立金
16億4874（3.9％）

繰出金
28億6077
（6.8％）

補助費等
50億3795
（11.9％）

災害復旧費
1億1513（0.3％）

その他
21億5672（5.0％）

（単位：万円）

【 歳入 】 【 歳出 】
人件費
66億9852
（15.8％）

公債費
44億6300
（10.5％）

扶助費
58億6520
（13.9％）

普通建設
事業費
70億3619
（16.6％）

投資的経費
16.9％

義務的経費
40.2％

その他経費
42.9％

自主財源
29.3％

依存財源
70.7％

市債
61億1230
（13.9％）

国庫支出金
45億295
（10.3％）

府支出金
26億9694
（6.1％）

令和令和６６年度年度 歳入歳出決算を歳入歳出決算を 認定認定
決算審査では、物価高騰対策や子育て支援策の拡充、また合併特例債の活用最終年度として、庁舎増築棟等など決算審査では、物価高騰対策や子育て支援策の拡充、また合併特例債の活用最終年度として、庁舎増築棟等など の大型事業が進められたことにより、大きく膨らんだ予算の執行が適正であったかどうか確認。財政運営全体との大型事業が進められたことにより、大きく膨らんだ予算の執行が適正であったかどうか確認。財政運営全体と
しては黒字が確保された一方、市立病院の経営など市が直面する課題も明らかになった。議会はこれらに対ししては黒字が確保された一方、市立病院の経営など市が直面する課題も明らかになった。議会はこれらに対し 厳正な審査を行った。厳正な審査を行った。

物価高騰から暮らしと生業を支援
○ 小・中学校 1 食 200 円給食の継続
	 5054 万円
○ 水道料金（基本料金）の 2 か月分を免除
	 4413 万円
○ 事業者への利子補給や設備投資支援
	 6147 万円
○ 住民税非課税世帯等臨時特別給付金
	 1 億 9739 万円

未来の礎となる大型インフラ投資　合併特例債を活用し、基盤整備を加速
○ 庁舎増築棟等の整備
	 20 億 5034 万円
○ 鉄道・バスなど公共交通の維持確保
	 5 億 8114 万円
○ 山陰近畿自動車道の早期実現に向けた調査
	 1 億 472 万円

○ 防災インフラの強化（防災無線・消防車両）
	 1 億 9423 万円
○ 身近な生活インフラの整備（小規模公共事業）
	 1 億 4416 万円
○ 竹野川衛生センター長寿命化工事
	 1648 万円（継続費総額 25.8 億円）

大型投資を支えた財源戦略と向き合うべき財政課題
【 歳入の工夫：戦略的に財源を確保 】
○ ふるさと納税の活用

前年度から 5.2 億円増で過去最高の寄附額を達成
○ 合併特例債の最大活用

有利な起債を活用し市債発行額 約 29.3 億円増
○ 国・府からの財源確保

物価高騰対策（約 9 億円）など外部財源を最大限確保

【 歳出の課題：厳しく監視すべき財政指標 】
○ 経常収支比率：96.4%（昨年度 95.2％）
○ 将来負担比率：126.1%（昨年度 113.4％）
○ 基金残高：約 85.8 億円（昨年度約 96.2 億円）
※家計に例えると、自由に使えるお金の割合が減り（経常

収支比率）、ローンが増え（将来負担比率）、貯金（基金
残高）も減った。

こども部創設　こどもと子育てを支援
○ 子育て支援医療費の助成
	 1 億 6612 万円
○ 放課後児童クラブの運営
	 2 億 8761 万円
○ 伴走型相談支援、出産・子育て応援給付金
	 2594 万円
○ 児童手当の支給

6 億 9226 万円

グラフで見る 一般会計決算 （令和6年度）
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人事給与事務《人事課》

問 時間外勤務が前年度より増加している。具体
的な要因と今後の改善策は。

答 正規職員の減員や業務の複雑化が主な要因。
ノー残業デーの実施や時間外勤務の適正化
を進めているが、依然として高止まりしている。

問 新規採用の内定者数や辞退者の状況は。
答 今年度の採用内定者は38名、その内辞退者

は13名。併願受験が一般化しており、内定後
に他自治体などへ流れるケースがある。内定
後のフォローを行うことでつなぎとめを図って
いるが、競争が厳しい。

主な課題と論点 総務分科会

公共ライドシェアがスタート

分科会の主な意見
◎人事給与事務

職員体制のひっ迫と人材確保に関する深刻な課題が明らかとなった。令和 6 年度の職員時間外勤
務が前年度より約７千時間増加しており、長時間労働の是正が進んでいない。年次休暇の取得率や
女性管理職比率、男性育児休業取得率にも改善が見られず、働き方や組織運営に関する構造的な意
識改革と制度の見直しが求められる。また、慢性的な人手不足により業務の属人化が進み、事務処
理の正確性や市民サービスの質に影響を及ぼしている。業務の標準化と体制の再構築を早急に進め
る必要がある。

◎消防団について
大規模災害に備えるには、消防団員の確保が不可欠。実団員数と条例定数に乖離があるが、安易

に定数を引き下げることは、時期尚早。まずは団員確保の努力を最優先とすべきである。

◎新京丹後ＭａａＳ共創プロジェクト推進事業
バス路線廃止後のライドシェア実証運行は、利用者が少ないという課題に直面している。その原因は、

単なる周知不足だけではなく、予約の煩雑さや運行ルールの分かりづらさにある。同様の公共交通
サービスもある中で、より分かりやすく、利用しやすい公共交通体制の構築が求められている。従来
の枠組みにとらわれず、市民目線に立った大胆な公共交通の見直しが必要である。

新京丹後MaaS共創プロジェクト《政策企画課》

問 実証運行の中で見えてきた課題は。
答「運行管理」と「運転士の確保・育成」そして

「予約の利便性」が課題。
問 高齢者の利用促進に向けた改善策は。
答 一度使うと障壁がなくなるとも考える。まずは

試していただく環境を作ることを考えている。
問 高校生のバス通学に支障はなかったか。
答 時刻表や降車場所の条件整備は高校生の通

学に対応するよう準備していたが、予約制の
周知不足などで思うほど利用が伸びなかった。

消防団について《消防本部》

問 消防団組織の再編の方向性は。
答 組織再編、訓練内容の見直しなど団員に無理

のない活動環境の整備を進めている。定員
見直しの検討もしている。

問 消防団員の負担軽減についてどうか。
答 操法大会のやり方を工夫し、負担軽減を図った。

出初式もコロナ禍以降縮小。操法は重要だ
が競技特化の側面もあり、実務即応の訓練
を令和 6 年度も進めてきた。今後も負担軽減
を進めていきたい。
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文教厚生分科会

京丹後市病院事業会計《医療部》

問 京丹後市全体の医療体制（公立・民間含む）
の現状評価と、不足する診療科や機能は何か。

答 内科医の不足が顕著。人口 10 万人あたりの
開業医数は近隣地域より少なく、政策医療と
しての産婦人科、救急医療、小児科も人員
確保が課題となっている。

問 病院経営強化プランで設定した目標と実績の
乖離の現状は。またそれに対する認識はどうか。

答 人事院勧告による人件費の上昇（両病院で約
1.6 億円影響）と看護師不足などに伴う病床
稼働制約が主因でプラン策定時の想定を超
える乖離がある。現状ではプラン数値の達成
は困難である。国の新たな支援は現時点で
は不透明。

主な課題と論点

敬老会の様子

分科会の主な意見
◎敬老祝い事業

敬老会の開催は地域事情により異なるが、高齢者が楽しみにしている事業であり、継続が望まれる。
地域の今までからの経過や文化を尊重し、一律ではなく柔軟に運用すべき。

◎発達障害児等早期発見・早期療育支援事業
発達支援相談室については、周知が強化され、相談件数が増えたことは成果である。一方で、専

門医療や療育につながるまでの長い待機が大きな課題であり、早期支援の目的を損ねている。府と
の連携を急ぎ、待機解消に具体的成果を出すことが強く求められる。

学校施設の長寿命化《教育総務課》

問 学校施設の長寿命化の先送りは、後年度の
負担増につながる。現時点での考え方は。

答 多額の予算を要し、市全体の予算の中で計上で
きず、現在に至る。耐用年数 80 年まで延ばす
目的で行う。早期に実施したいと考えている。

敬老祝い事業《長寿福祉課》

問 以前から事業の補助金について、指摘をし
てきたが、検討結果や課題は。

答 令和７年度から祝い品単価を引下げた。補助
金は令和６年度変更なし。地域振興交付金
に位置付け自由度を高める案も含め、現時点
で廃止は考えず、単価の見直しなど来年度予
算で検討。

分科会全体の意見
◎病院会計について

市や病院の努力だけでは病院経営は成り立たず、市民を代表する議会として問題意識を示す必要が
ある。国に対しては、物価・人件費高騰への財政支援と医師不足対策について、実効性のある体制整備
を求める意見書を提出する。→ 議会全会一致で国の関係機関などに意見書を提出《内容は 10 ページ》
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産業建設分科会

猪･鹿肉処理施設運営管理事業《農林整備課》

問 イノシシ処理の再開見込みと経営影響は。
答 本年度も豚熱が発生し、３年間は持ち込み

禁止。イノシシは収益が大きく、停止により
収入は減少している。

海業推進事業《海業水産課》

問 浅茂川漁港の仮設トイレの検証は。
答 令和 6 年 4 月～ 9 月の 165 日間で、1 日に

7 ～10 人利用。近隣店舗へのトイレ借用依頼
は無くなり効果があった。

主な課題と論点

前年度決算で附帯意見を付けたが、実績は乏しいまま

分科会の主な意見
◎滞在型観光地づくり推進事業

e バイク予約システムについて、令和 5 年度決算で附帯意見を付けたが、利用が進まず検討中とあり、
１年前から何ら変わっていないことは大きな問題である。

◎猪 ･ 鹿肉処理施設運営管理事業
豚熱の発生によりイノシシの持ち込みが禁止され、収益が大幅に減少している。現場の状況をしっかり

と把握し、事業継続のために何らかの打開策を考える必要がある。また、処理施設の新たな建設も今後
検討すべき。

分科会全体の意見
◎観光等指定管理施設運営事業

市は業務水準書に基づく修繕対応が財政的な制約により最小限にとどまり、施設の快適性や安全性
が十分に確保されなかった。浅茂川温泉静の里の廃止は、修繕対応や制度設計の課題を象徴するもの
であった。市が示す、成果・課題の記載内容とも乖離し、説明責任が問われる。さらに、自主事業収益
を活用した修繕費制度や備品管理も不十分であり、今後は観光等指定管理施設全体においての計画的
かつ優先順位を明確にした修繕対応が求められる。

観光等指定管理施設運営事業《観光振興課》

問 浅茂川温泉静の里は適切な修繕がなされず
廃止になった。維持管理は適切だったのか。

答 総合的に安全・快適性を優先し順位付けを
実施し、必要最小限で対応してきた。

問 成果に「適切な運営と維持管理を行うことが
できた」とあるが、課題は。

答 指定管理者施設全般における運営・日常管理を
適切に実施したと評価。一方で、市が負担すべき
修繕は、全体予算の制約や施設間の優先順位
付けの中で十分でなく、反省点がある。

滞在型観光地づくり推進事業《観光振興課》

問 eバイクのシステム保守管理の実績（予約件
数３件、台数４台）の評価は。

答 結果として進んでいない。利用促進策として
二次交通への波及を広め、利用率を高めたい。

問 前年度決算の附帯意見後も状況が変わって
いない。附帯意見の受け止めは。

答 重く受け止めたが、成果として反映できてい
ないため、引き続き事業の推進を図る。

令
和
６
年
度 

一
般
会
計
決
算
審
査
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円
増
と
財

政
に
大
き
な
課
題
を
残
し

た
。
規
模
の
見
直
し
を
行
わ

ず
進
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
今

後
の
さ
ら
な
る
増
額
の
可
能

性
に
強
い
懸
念
が
あ
る
。

●
大
型
事
業
が
重
な
り
財
政

の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
税
金

の
使
い
方
の
優
先
順
位
と
慎

重
な
チ
ェ
ッ
ク
を
求
め
る
。

市
民
生
活
・
福
祉
・
生
業

支
援
の
不
十
分
さ

●
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
市

民
か
ら「
生
活
が
苦
し
い
」と

の
声
が
多
く
、
水
道
料
金
減

免
な
ど
の
対
策
は
あ
る
も
の

の
、
市
独
自
の
困
窮
者
支
援

が
不
十
分
。
生
活
弱
者
に
寄

り
添
っ
た
姿
勢
に
欠
け
る
。

●
訪
問
介
護
事
業
所
の
経
営

困
難
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
課
題
に
対
し
、
支
援
策
や

ヘ
ル
パ
ー
養
成
な
ど
の
積
極

的
な
対
応
が
不
足
。

●
農
業
政
策
が
効
率
化
中
心

で
、
本
市
の
農
地
面
積
の
半

分
を
耕
作
す
る
小
規
模
農
家

を
支
え
る
政
策
が
不
十
分
。

事
業
の
妥
当
性
と

成
果
へ
の
疑
問

●
丹
後
王
国
タ
ワ
ー
跡
地
整

備
事
業（
約
４
・
７
億
円
）の

大
型
遊
具
は
、立
地
や
気
候
条

件
か
ら
集
客
増
へ
の
効
果
に

疑
問
。
市
民
の
必
要
性
を
感

じ
な
い
と
の
意
見
も
多
い
。

●
新
シ
ル
ク
産
業
は
、
投
じ

ら
れ
た
費
用
に
見
合
う
成
果

と
は
言
い
難
く
、
地
域
経
済

へ
の
寄
与
が
限
定
的
で
あ
り
、

行
政
関
与
の
継
続
に
疑
問
。

●
ｅ
バ
イ
ク
事
業
は
利
用
が

進
ま
ず
、
利
用
想
定
の
乖
離

か
ら
、
事
業
の
正
当
性
が
問

わ
れ
て
い
る
。

●
教
育
現
場
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
学

校
作
業
員
と
い
っ
た
人
件
費

の
削
減
は
、
教
育
環
境
の
悪

化
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

賛
成
討
論　

未
来
へ
の
戦
略
的
投
資

●
こ
ど
も
部
を
創
設
し
、
妊

娠
期
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る
切
れ
目
の
な
い
体

制
を
確
立
。
産
後
ケ
ア
の
無

償
化
や
子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
な
ど
、
子
育
て
世
代
に

寄
り
添
う
ソ
フ
ト
政
策
を

推
進
。

●
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
（
16

億
円
超
）
や
中
学
校
ト
イ
レ

洋
式
化（
１
・
２
億
円
）な
ど
、

教
育
環
境
改
善
へ
の
ハ
ー
ド

投
資
を
着
実
に
実
行
し
、
未

来
へ
の
布
石
を
打
っ
た
。

堅
実
な
財
政
運
営
と

「
稼
ぐ
力
」

●
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
の

厳
し
い
財
政
環
境
下
で
、
実

質
収
支
8
億
円
超
の
黒
字
を

確
保
し
、
財
政
健
全
化
指
数

も
基
準
内
に
収
め
た
。

●
23
億
円
を
超
え
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
達
成
し
、市
の「
稼

ぐ
力
」
を
発
揮
。
こ
の
貴
重

な
自
主
財
源
を
、
恒
常
的
な

経
費
で
は
な
く
、
市
の
魅
力

向
上
と
未
来
の
価
値
創
造
の

た
め
の
投
資
に
重
点
的
な
充

当
を
期
待
す
る
。

改
革
へ
の
着
手
と
意
識
変
革

●
労
働
力
供
給
制
約
社
会
を

前
提
と
し
た
業
務
の
大
胆
な

圧
縮
、
DX
の
具
体
化
、
多
様

な
人
材
活
用
な
ど
、
行
政
運

営
の
抜
本
的
な
改
革
と
体
制

構
築
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

市
民
生
活
へ
の
支
援

●
総
額
約
9
億
円
に
上
る
諸

物
価
高
騰
対
策
（
非
課
税
世

帯
・
子
育
て
世
帯
・
事
業
者

支
援
な
ど
）
を
実
施
し
、
市

民
生
活
を
守
り
抜
く
姿
勢
を

明
確
に
示
し
た
。

【
賛
成
15・反
対
4
で
認
定
】

新シルク産業創造館

整備中の丹後王国
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補正予算（４号）	 5億228万円【全員賛成で可決】

― 主な補正項目 ―
○ 物価高騰対策事業の追加……………………………………………………… 　　3680万円

• プレミアム付きデジタル商品券発行事業
• 高齢・障害福祉施設食材費高騰対策支援金
• 水道基本料金（1か月）の免除

○ 地域活性化・物価高騰対策事業費補助金… ………………………………… 　　　468万円
○ 訓練交付金……………………………………………………………………… 　　　622万円
○ スマート農業・農業支援サービス事業導入補助金…………………………… 　　3180万円
○ 基金への積立…………………………………………………………………… 1億4578万円

• 都市拠点整備まちづくり推進基金
• 一般廃棄物処理施設整備基金
• 観光インフラ整備等促進実行調整費基金

○ 定額減税補足給付金の追加…………………………………………………… 1億3086万円
○ 国・府支出返還金… …………………………………………………………… 　　9314万円
○ 峰山大宮mobi運行支援補助金（債務負担行為）…………………………… 　　1000万円

令
和
７
年
度　

令
和
７
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

地域医療の確保・充実及び自治体病院経営の安定に向けた診療報酬・
財政支援並びに医師等確保施策の強化を求める意見書

本市における地域医療は、市立弥栄病院及び久美浜病院をはじめ、民間病院及び開業医により支えられ
ている。しかし、物価・人件費の高騰、流行期以降の受診行動の変化に伴う患者数減による収益悪化、医師・
看護師等の人材不足が重なり、病院経営は極めて厳しい状況にある。特に市立病院では、医師招へいの
困難や人件費・物価高騰の影響により経常赤字が発生しており、少子高齢化の進行と相まって本市財政の
持続可能性にも大きな影響を及ぼすことになる。
本市の努力のみでは持続可能な医療提供体制の確保は困難である。よって、国会及び政府におかれては、

下記の措置を速やかに講じられるよう強く求める。

１．診療報酬の抜本的改定の実施
２．緊急的な財政支援の拡充
３．医師確保支援及び医師偏在対策の強化

４．看護師等医療従事者の確保・定着支援
５．地域の実態に即した地域医療構想の推進

陳 情 名 陳 情 者 結  果

陳情第 15 号
旧橘小学校跡地利用（デュラクスジャパン㈱）に関する陳情 有田　光亨 不採択

◇◆◇　陳 情　◇◆◇

◇◆◇　意 見 書　◇◆◇

◇◆◇　政務活動費　◇◆◇
令和７年度の政務活動費については、上半期の活動を終了しました。交付にあたり提出された

交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料につきまして
は HP（市議会ホームページ https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）からご確認ください。

政務活動費の詳細はこちら▶︎

2025. 11 10

◆補正予算（4 号）、意見書、陳情、政務活動費



掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市議会ホームページで配信していますのでご覧ください。

一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に投げかけ、市の
見解を直接求めるものです。

市 政 を 問う
9月定例会 一般質問
一般質問は、令和7年9月17日、18日、19日の日程で行い、
14人の議員が質問し、市長などに答弁を求めました。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/

パソコンやスマートフォンで議会の
中継・録画が視聴できます。>>>

京丹後市議会 検索

問
百
歳
長
寿
の
市
と
し
て

最
新
の
百
寿
者
率
は
。

市
長
人
口
10
万
人
平
均
が

２
４
５
人
。
全
国
平
均
が

81
人
な
の
で
約
３
倍
。
か

な
り
多
い
数
字
。

問
長
寿
研
究
を
市
立
弥
栄

病
院
と
府
立
医
科
大
な
ど

と
連
携
し
行
っ
て
い
る
が
、

健
康
長
寿
の
要
因
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

市
長
豆
類
の
植
物
性
タ
ン

パ
ク
質
と
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

に
起
因
す
る
も
の
。

問
世
界
長
寿
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
よ
る
効
果
は
。

市
長
テ
レ
ビ
放
映
な
ど

の
露
出
に
よ
り
国
内
外
で

健
康
長
寿
の
ま
ち
と
し
て

認
知
度
が
向
上
し
た
。

問
人
員
不
足
解
消
の
た
め

シ
ニ
ア
層
の
キ
ャ
リ
ア
を

受
け
入
れ
る
考
え
は
。

市
長
市
立
病
院
の
医
師

を
含
め
職
員
、
市
職
員
の

中（
特
に
技
師
）、
教
育
現

場
で
の
教
師
・
保
育
士
、

公
共
交
通
機
関
の
運
転
手

な
ど
、
市
内
外
か
ら
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
方
向
。

問
二
地
域
居
住
で
の
な
り

わ
い（
テ
レ
ワ
ー
ク
）に
つ

い
て
環
境
整
備
は
。

市
長
市
の
か
ぶ
と
山
虹
の

家
、
ほ
か
民
間
と
し
て
14

カ
所
、合
計
15
カ
所
あ
り
、

利
活
用
可
能
だ
。

問
住
民
票
が
な
い
居
住
者

へ
の
対
処
方
法
は
。

市
長
あ
る
程
度
の
住
民

サ
ー
ビ
ス（
子
育
て
分
野
）、

学
校
に
お
い
て
は
短
期
で

も
受
け
入
れ
が
で
き
る
区

域
外
就
学
制
度
を
導
入

し
、
実
績
も
あ
る
。
各
地

区
内
に
お
い
て
基
本
は

ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
。

問
国
が
勧
め
る
特
定
居
住

促
進
計
画
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
。

市
長
空
き
家
の
利
活
用

を
中
心
に
本
年
10
月
中
に

策
定
す
る
予
定
。

問
二
地
域
居
住
を
含
め

シ
ニ
ア
層
を
中
心
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

市
長
シ
ニ
ア
層
の
受
け
入

れ
は
経
済
も
引
き
連
れ
て

く
る
。
本
市
の
特
徴
で
あ

る
健
康
長
寿
と
自
然
環
境

を
生
か
し
た
シ
ニ
ア
層
の

受
け
入
れ
が
広
が
れ
ば
人

口
減
少
対
策
に
も
な
る
。

こ
の
流
れ
で
若
い
世
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
。

世界長寿サミットでの市民公開講座

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

一般質問

翔 和 会

多
た が の

賀野一
かずひこ

彦

シ
ニ
ア
層
に
特
化
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
は

経
済
を
含
め
重
要
だ

若
年
層
へ
の
拡
大
も

11 2025. 11

◆ 一般質問



問
全
線
開
通
に
必
要
な

総
事
業
費
は
。

市
長
大
宮
、峰
山
が
１
６

０
億
円
。
網
野
、久
美
浜
が

２
２
０
０
億
円
。
峰
山
、

網
野
は
調
査
中
。

問
「
令
和
10
年
度
代
全
線

開
通
」
を
目
標
に
要
望
を

行
っ
て
い
る
が
、
実
現
性

は
ど
う
か
。

市
長
過
去
の
整
備
例
か
ら

令
和
10
年
度
代
完
成
は
現

実
的
で
実
現
可
能
。

問
久
美
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
つ
い
て
、
現
状
の

予
定
位
置
に
お
け
る
市
民

の
利
便
性
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

市
長
久
美
浜
か
ら
豊
岡

市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

遠
回
り
と
な
る
が
、
観
光

や
物
流
、救
急
、防
災
な
ど
、

目
的
に
応
じ
て
最
適
な

ル
ー
ト
は
異
な
る
。

問
休
憩
施
設
の
財
源
負
担

の
考
え
方
は
。

市
長
整
備
手
法
に
よ
り

財
源
負
担
は
異
な
り
、
本

線
上
で
は
道
路
管
理
者
、

販
売
店
・
飲
食
店
は
地
元

自
治
体
が
負
担
す
る
こ
と

が
一
般
的
。
一
般
道
沿
い

の
場
合
は
、
駐
車
場
の
み

管
理
者
負
担
で
他
は
地
元

自
治
体
負
担
、
ま
た
は
全

て
が
地
元
自
治
体
負
担
と

な
る
な
ど
、
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

問
財
政
負
担
軽
減
の
た

め
、
既
存
施
設
を
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
・
休
憩
施
設
と

し
て
活
用
し
て
は
。

市
長
既
存
施
設
は
計
画

さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
位
置
か
ら
距
離
が

あ
る
。
財
政
負
担
や
経
済

効
果
を
含
め
、
具
体
的
な

整
備
手
法
を
総
合
的
に
検

討
し
て
い
く
。

問
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
・
休

憩
施
設
が
本
線
上
に
あ
る

と
、
京
丹
後
市
が
素
通
り

さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。「
観

光
誘
客
・
経
済
振
興
」と
、

「
市
民
の
安
心
・
利
便
性
」

を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、

市
内
に
降
り
て
も
ら
う
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長
国
、
府
、
市
民
の
意

見
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、

京
丹
後
市
が
目
的
地
と
な

り
、多
く
の
方
に
滞
在
い
た

だ
け
る
周
遊
観
光
の
ま
ち

づ
く
り
を
戦
略
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
物
価
や
人
件
費
が
上
昇

す
る
中
、
こ
れ
ま
で
と
同

等
の
給
食
の
提
供
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。

市
長
同
水
準
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

問
食
材
料
費
、人
件
費
な

ど
が
高
騰
し
て
い
る
が
、

２
０
０
円
給
食
の
継
続
が

今
後
も
可
能
か
。

市
長
費
用
の
上
昇
分
も

あ
る
が
、
継
続
で
き
る
。

問
国
に
お
い
て
令
和
８
年

度
か
ら
給
食
費
無
償
化
の

報
道
が
あ
る
が
、通
知
な
ど

届
い
て
い
る
か
。

市
長
現
時
点
で
届
い
て

い
な
い
。

高
齢
者
の
日
常
の
暑
さ
対

策
に
つ
い
て

問
府
が
以
前
取
り
組
ん

で
い
た
、涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト

設
置
事
業
の
対
象
施
設
を

拡
大
し
、補
助
事
業
と
し
て

実
施
の
考
え
は
。

市
長
費
用
負
担
の
あ
り
方

や
感
染
症
リ
ス
ク
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
意
見
を
聞

い
て
検
討
す
る
。

避
難
所
の
現
状
に
つ
い
て

問
国
が
令
和
６
年
12
月
に

避
難
所
運
営
指
針
を
改
定

し
た
が
、本
市
の
設
置
基
準

の
現
況
は
。

市
長
床
面
積
、ト
イ
レ
の

設
置
基
準
に
は
達
し
て
い

な
い
。
対
応
は
、
災
害
時

協
定
、
応
援
協
定
先
な
ど

に
協
力
を
依
頼
、
本
市
と

し
て
整
備
に
努
め
る
。

問
指
定
避
難
所
の
小
中

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

を
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

早
期
に
進
め
て
は
。

市
長
必
要
性
と
学
校
施
設

の
長
寿
命
化
計
画
と
重
ね

な
が
ら
対
処
す
る
。

業
務
継
続
化
計
画（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）に
つ
い
て

問
確
実
に
運
用
で
き
る

の
か
。

市
長
確
実
に
執
行
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

問
本
計
画
を
職
員
へ
、
周

知
、訓
練
な
ど
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。

市
長
計
画
改
定
時
、的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
教
育

訓
練
に
一
層
努
め
る
。

問
計
画
の
見
直
し
、
改
善

が
で
き
て
い
る
か
。

市
長
点
検
、
改
善
、
見
直

し
に
つ
い
て
、
今
後
も
し
っ

か
り
取
り
組
む
。

市の負担軽減に既存施設の有効活用を

小学校の給食

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

市
長

一般質問

一般質問

政 渓 会

政 渓 会

和
わ だ

田 　 晋
すすむ

小
こ ま き

牧 裕
ひ ろ ゆ き

幸

山
陰
近
畿
自
動
車
道
延
伸
に
向

け
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
問
う

小
中
学
校
２
０
０
円
給
食
の
今
後

の
見
通
し
は

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
な
る

よ
う
、市
民
と
展
望
を
描
く

引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
た
い
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問
高
速
延
伸
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
や

市
民
参
加
を
促
す
具
体
的

な
方
法
は
。

市
長
道
路
開
通
を
最
大

限
に
活
か
す
た
め
、
都
市

拠
点
・
地
域
拠
点
の
整
備

に
向
け
た
地
域
ご
と
の
構

想
が
必
要
。
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
子
育

て
ア
プ
リ
な
ど
、
時
代
に

即
し
た
方
法
で
幅
広
い
世

代
の
参
画
を
促
す
。

問
地
域
資
源
を
活
か
し
た

土
地
利
用
と
、
民
間
投
資

を
誘
導
す
る
た
め
の
具
体

的
な
施
策
は
。

市
長
自
然
、
農
水
産
物
、

歴
史
文
化
、
産
業
な
ど
本

市
の
強
み
を
活
か
し
、地
域

拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
び
市
の
魅
力
を
高
め
る
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
を
設

定
し
、企
業
誘
致
奨
励
金
、

固
定
資
産
税
の
減
免
、
有

利
な
資
金
調
達
支
援
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
、
民
間
投

資
を
促
す
。

地
域
拠
点
の
機
能
強
化
と

市
民
生
活
の
質
向
上
は

問
公
共
施
設
の
個
別
管
理

計
画
の
進
捗
と
財
源
の
裏

付
け
、そ
し
て
廃
止
・
譲
渡

の
判
断
基
準
は
。

市
長
個
別
施
設
計
画
の

実
施
は
、
地
域
と
の
調
整

が
必
要
で
計
画
通
り
に
進

ま
な
い
場
合
も
あ
る
。
財

源
は
年
度
目
標
の
進
捗
に

応
じ
て
予
算
化
す
る
が
、

計
画
掲
載
時
点
で
は
裏
付

け
は
な
い
。
廃
止
・
譲
渡

は
市
民
ニ
ー
ズ
の
強
さ
、

公
益
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
効
果
と
費
用
を
比
較

し
て
総
合
的
に
判
断
。

問
浅
茂
川
温
泉
と
プ
ー
ル

の
事
例
を
踏
ま
え
、
適
切

な
維
持
管
理
と
新
規
施
設

整
備
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

う
取
る
べ
き
か
。

市
長
公
共
施
設
が
多
い
中

で
、
維
持
管
理
は
緊
急
度

を
勘
案
し
予
算
計
上
し
て

い
る
。
市
と
し
て
維
持
が

必
要
な
施
設
は
、
長
寿
命

化
工
事
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
が
基
本
。
国
庫
補
助
金

や
過
疎
債
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
の
有
利
な

財
源
を
確
保
し
、
老
朽
化

対
策
と
新
規
整
備
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
く
。

高速道路延伸を見据えたまちづくりが必要

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

一般質問

政 渓 会

谷
た に つ

津 伸
の ぶ ゆ き

幸

高
速
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
と

公
共
施
設
管
理
方
針
は

市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

地
域
づ
く
り
を
進
め
る

脱
炭
素
化
と
農
業
強
靭
化

の
両
立
に
つ
い
て

問
脱
炭
素
型
農
業
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
が
本
市

で
の
位
置
づ
け
は
。

市
長
次
期
の
京
丹
後
市

生
物
多
様
性
を
育
む
農
業

推
進
計
画
の
中
に
、
新
た

に
脱
炭
素
型
農
業
を
位
置

づ
け
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

問
地
域
資
源
を
活
用
し

た
バ
イ
オ
炭
の
導
入
に
つ

い
て
、実
証
実
験
や
普
及
を

推
進
す
る
考
え
は
。

市
長
本
市
な
ら
で
は
の

安
定
的
な
原
料
確
保
・
導

入
コ
ス
ト
・
土
壌
改
良
効

果
・
農
作
物
の
生
育
へ
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
検
証

す
べ
き
項
目
が
あ
る
。
引

き
続
き
、
幅
広
く
情
報
収

集
し
た
上
で
、
実
証
研
究

を
進
め
て
い
く
。

問
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、

環
境
対
策
が
収
益
化
で
き

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

し
か
し
、
制
度
の
十
分
な

周
知
や
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
の
で
は
。制
度
の
仕
組

み
や
活
用
を
広
く
周
知
す

る
機
会
創
出
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長
今
後
、関
係
機
関
を

含
め
周
知
啓
発
や
学
習
会

の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
消
防
団
の

あ
り
方
に
つ
い
て

問
消
防
団
条
例
に
定
め
る

人
員
に
対
し
、現
在
２
６
３

人
不
足
。
現
状
の
受
け
止

め
は
。

市
長
団
員
確
保
は
極
め

て
重
要
な
課
題
。
確
保
と

定
着
の
取
り
組
み
、
定
員

管
理
の
あ
り
方
の
検
討
を

進
め
、
実
効
性
の
高
い
消

防
団
運
営
に
努
め
る
。

問
団
員
確
保
に
向
け
た

具
体
的
な
対
策
は
。

市
長
新
た
な
試
み
で
、防

災
フ
ェ
ア
を
開
き
、消
防
団

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
取
り
組
み
を
検
討
。
ま

た
、
消
防
団
協
力
事
業
所

制
度
の
拡
大
を
図
る
。
市

内
事
業
所
と
連
携
強
化
し
、

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

問
支
援
団
員
制
度
の
今
後

の
展
望
は
。

市
長
新
た
に
、機
能
別
消

防
団
員
制
度
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。

地域を守る、その一員に。消防団員募集中

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

一般質問

政 渓 会

野
の ぎ

木 教
の り た か

貴

今
後
の
消
防
団
組
織
の
再
編
に

つ
い
て
考
え
は

人
や
車
両
の
効
果
的
・
効
率
的

な
再
編
な
ど
を
検
討
中

13 2025. 11

◆ 一般質問



問
丹
後
王
国
に
つ
な
が
る

市
道
上
に
樹
木
が
張
り
出

し
、自
動
車
に
引
っ
か
か
る
。

市
道
の
管
理
者
と
し
て
交

通
安
全
上
放
置
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
他
の
市

道
も
調
査
を
実
施
し
、張
り

出
し
た
樹
木
を
伐
採
し
て

安
全
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
、地
域
が
自
主
的
に

張
り
出
し
た
樹
木
の
伐
採

を
実
施
し
、
交
通
の
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

市
民
な
ど
の
通
報
に
よ
り

樹
木
の
張
り
出
し
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。
市
道
丹

波
島
津
線
も
予
算
の
範
囲

内
で
計
画
的
に
伐
採
を
実

施
し
て
い
る
。
現
地
確
認

を
す
る
中
で
、車
道
４
・
５

ｍ
、歩
道
２
・
５
ｍ
の
高
さ

に
つ
い
て
交
通
の
安
全
確
保

に
努
め
る
。
他
の
路
線
も

含
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

管
理
す
る
。

　

地
区
が
行
う
樹
木
の
伐

採
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
小

規
模
公
共
事
業
な
ど
の
運

用
の
拡
大
が
で
き
な
い
か

引
き
続
き
検
討
す
る
。

事
前
通
知
な
し
の
日
米
合

同
軍
事
訓
練
は
大
問
題

問
７
月
に
事
前
連
絡
な
し

に
日
米
合
同
軍
事
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。文
民
統
制
を

揺
る
が
せ
か
ね
な
い
重
大

事
態
と
考
え
る
。

市
長
今
回
の
事
態
は
決
し

て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
が
、い
わ
ば
連
絡

ミ
ス
に
よ
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。再
発
防
止
を

求
め
な
が
ら
見
守
る
。

米
増
産
と
安
定
供
給
へ
直

接
支
払
制
度
を

問
米
の
生
産
を
続
け
ら

れ
る
生
産
者
米
価
、消
費
者

が
国
産
米
を
消
費
で
き
る

消
費
者
米
価
の
実
現
に
は
、

備
蓄
米
の
確
保
と
国
の
直

接
支
払
い
制
度
が
必
要
だ

が
ど
う
か
。

市
長
市
場
制
度
を
前
提

に
、リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
は

か
り
な
が
ら
生
産
意
欲
が

持
て
る
制
度
や
消
費
者
に

と
っ
て
価
格
の
安
定
を
支

え
る
仕
組
み
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
が
工
夫
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

市道にはみ出した樹木の伐採を

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

一般質問

日本共 産 党

田
た な か

中 邦
く に お

生

市
道
へ
張
り
出
し
た
樹
木
の

伐
採
は
急
務

道
路
状
況
の
把
握
に
努
め

計
画
的
に
伐
採
を
行
う

問
海
水
浴
を
迎
え
る
前

の
海
岸
清
掃
が
十
分
に
行

き
届
い
て
い
な
い
。そ
こ
で

「
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
前
の
海
岸
清
掃
」

と
使
い
道
を
明
確
に
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
海
岸
保
全
の
た
め
の

財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
。
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
寄
付

募
集
を
行
う
。

問
京
丹
後
市
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
、波
打
ち
際
に
座

敷「
海
床
」を
設
置
し
た
り
、

海
床
を
安
定
し
た
状
態
で

海
に
浮
か
せ
て
、波
の
音
や

浜
風
を
感
じ
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
場
所
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

市
長
と
て
も
興
味
を
持
っ

た
。
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
だ
け
で
な
く
、春
や
秋
以

降
と
季
節
ご
と
に
異
な
る

風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
、
ま
た
観
光
客
の
滞

在
時
間
の
延
長
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
今
後
は
、
観

光
公
社
や
地
域
の
方
々
と

共
に
検
討
し
て
い
く
。

独
居
高
齢
社
会
の
課
題

問
独
居
高
齢
者
の
、急
病

や
家
庭
内
事
故
に
対
す
る

市
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長
自
分
の
健
康
は
自
分

で
つ
く
り
守
る
、と
い
う
意

識
を
大
切
に
し
た
環
境
整

備
と
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
緊
急
・
相
談
通
報
装
置

を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
態
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

市
長
行
政
だ
け
で
の
対
応

は
困
難
。
家
族
な
ど
に
よ

る
定
期
的
な
安
否
確
認
に

加
え
、
地
域
全
体
で
支
え

る
自
助
、
共
助
の
取
り
組

み
が
必
要
不
可
欠
。

熊
の
市
街
対
応
に
つ
い
て

問
市
街
地
で
緊
急
銃
猟

を
可
能
と
す
る
改
正
鳥
獣

保
護
法
管
理
法
が
施
行
さ

れ
た
が
今
後
の
対
応
は
。

市
長
猟
友
会
、警
察
な
ど

の
関
係
機
関
と
協
議
を
図

り
、
制
度
運
用
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
市
民

へ
の
説
明
を
行
い
、
有
害

鳥
獣
に
よ
る
人
的
被
害
の

防
止
に
努
め
て
い
く
。

観光政策、新たな観光資源の発掘を

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

市
長

一般質問

政 渓 会

吉
よ し お か

岡 正
ま さ か ず

一

新
た
な
観
光
政
策
、
海
水
浴
場

で
海
床
を
実
施
し
て
は
ど
う
か

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

検
討
し
た
い
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問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
は
、子
ど
も一人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
充
実

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

「
安
心
で
き
る
毎
日
の
生

活
の
場
」と
な
る
よ
う
、支

え
・
援
助
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修
な
ど
の
取
り

組
み
は
。

市
長
研
修
の
機
会
を
計
画

的
に
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
委
託
先
の
総

合
サ
ー
ビ
ス（
株
）と
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
。

問
い
さ
な
ご
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
保
護
者
か
ら
送

迎
バ
ス
の
待
ち
時
間
が
長

い
と
い
う
声
が
あ
る
。現
状

の
対
応
や
検
討
状
況
は
。

市
長
バ
ス
自
体
の
変
更

は
で
き
な
い
が
、
待
機
時

間
を
少
し
で
も
短
縮
で
き

な
い
か
、な
る
べ
く
ス
ム
ー

ズ
な
移
送
を
検
討
し
て

い
る
。

問
口
大
野
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

１
６
８
人
と
登
録
者
が
多

く
、保
護
者
や
、指
導
員
の

み
な
さ
ん
の
要
望
や
課
題

は
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長
現
時
点
で
は
、問
題

に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な

い
。施
設
の
老
朽
化
で
、迅

速
な
修
繕
が
必
要
に
な
る

事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

特
別
障
害
者
手
当

問
精
神
ま
た
は
身
体
に
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
あ
る
。
市
内
の
該
当
者

へ
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。
周
知
漏

れ
は
な
い
か
。

市
長
該
当
者
の
把
握
は
、

障
害
者
手
帳
を
交
付
す
る

際
、
広
報
誌
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
複
数
の
媒
体

で
知
ら
せ
て
い
る
。

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
支

援
を

問
新
潟
県
村
上
市
で
は
、

市
長
の
英
断
で
報
酬
引
き

下
げ
分
へ
独
自
に
補
助
を

し
て
い
る
。
市
で
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
が
。

市
長
適
切
な
負
担
の
あ
り

方
と
し
て
、
総
合
的
か
つ

慎
重
な
検
討
と
、
国
へ
の

要
望
も
必
要
で
あ
る
。

問
薬
局
で
処
方
箋
な
し
に

買
え
る
市
販
薬（
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
）
と
似
た
成
分
や
効
果

で
医
師
の
処
方
箋
が
い
る

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」を
、保
険

対
象
か
ら
外
し
、自
己
負
担

10
割
に
す
る
こ
と
を
国
が

検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
が

現
実
に
な
れ
ば
、京
丹
後
市

の
子
育
て
医
療
を
は
じ
め
、

大
変
な
自
己
負
担
が
生
じ

て
く
る
。市
民
へ
の
影
響
と

制
度
変
更
へ
の
見
解
は
。

市
長
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
へ
の
具
体
通
知
は
ま

だ
だ
が
、
国
動
向
の
注
視
・

情
報
収
集
を
継
続
し
て
い

く
。
慢
性
疾
患
・
高
齢
者
・

低
所
得
世
帯
の
負
担
増
、

受
診
・
購
入
抑
制
に
よ
る

悪
化
、
現
場
で
の
混
乱
の

懸
念
が
あ
る
。
受
診
抑
制

は
長
期
的
に
財
政
圧
迫
の

恐
れ
が
あ
り
、物
価
高
の
下

で
の
追
加
負
担
回
避
を
国

に
強
く
要
請
し
た
い
。
自

治
体
間
で
連
携
し
、
影
響

が
大
き
い
制
度
に
な
ら
な

い
よ
う
国
に
要
請
す
る
。

仮
に
変
更
す
る
場
合
で
も

国
の
別
財
源
で
負
担
緩

和
・
健
康
支
援
を
講
じ
、

自
治
体
へ
の
負
担
転
嫁
は

避
け
る
べ
き
。

小
中
体
育
館
空
調
を
急
げ

問
大
型
事
業
が
並
行
す
る

が
、国
の
補
助
金
活
用
で
、

小
中
合
わ
せ
て
３
億
６
千

万
円
ほ
ど
の
市
の
負
担
で

可
能
で
は
。

教
育
長

時
期
未
定
だ
が

急
務
と
認
識
す
る
。
長
寿

命
化
と
同
時
ま
た
は
切
り

離
し
、
前
倒
し
も
検
討
。

災
害
級
の
渇
水
へ
の
影
響

の
把
握
と
積
極
対
応
を

問
農
家
の
状
況
把
握
さ
ら

に
は
酒
米
収
穫
後
、
酒
造

な
ど
関
連
業
者
へ
の
影
響

調
査
を
継
続
し
、
支
援
制

度
の
周
知
徹
底
、
高
温
障

害
や
、渇
水
対
策
の
恒
常
的

制
度
が
必
要
だ
が
。

市
長
米
価
は
高
値
傾
向
で

経
営
へ
の
影
響
は
少
な
い

見
込
み
。
た
だ
し
主
食
用

米
へ
の
転
換
で
酒
米
・
加

工
米
の
生
産
が
減
少
し
価

格
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
。

農
業
用
た
め
池
の
状
況
調

査
を
実
施
の
上
、
た
め
池

の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
、さ
ら
な

る
用
水
の
調
整
が
で
き
な

い
か
な
ど
、
今
後
、
全
市
的

に
検
証
す
る
。

災害級の渇水、府・市の支援でポンプが活躍

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

一般質問

日本共 産 党

平
ひらばやし

林智
ち え み

江美

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の

資
質
向
上
は

研
修
の
機
会
を
計
画
的
に

確
保
す
る

市
長

市
長

一般質問

日本共 産 党

橋
はしもと

本まり子
こ

国
の
医
療
費
削
減
策
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
外
し
へ
の
見
解
は

保
険
外
し
で
の
自
己
負
担
増
・

受
診
控
え
は
許
容
で
き
な
い

10月に移転したいさなご放課後児童クラブ
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立
地
適
正
化
計
画

問
何
を
目
指
す
も
の
か
。

市
長
都
市
拠
点
、
地
域

拠
点
へ
機
能
集
約
し
民
間

事
業
者
も
入
れ
て
魅
力
あ

る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
。

問
人
口
減
少
の
著
し
い

地
域
に
民
間
事
業
者
が
来

る
の
か
。

市
長
だ
か
ら
こ
そ
こ
の

計
画
で
国
の
有
利
な
制
度

を
活
用
し
て
呼
び
た
い
。

問
計
画
の
中
の「
居
住
誘

導
」
周
辺
か
ら
拠
点
へ
移

住
せ
よ
と
の
こ
と
か
。

市
長
拠
点
で
の
居
住
の

魅
力
を
高
め
た
い
と
い
う

こ
と
だ
。

小
学
校
水
泳
授
業

問
今
年
の
小
学
校
水
泳

授
業
は
計
画
通
り
実
施
で

き
た
の
か
。

教
育
長
全
て
予
定
通
り

行
え
た
。

問
小
学
生
卒
業
時
の
泳

げ
る
子
の
比
率
は
。

教
育
長
水
か
ら
身
を
守
る

技
術
は
98
％
。
25
ｍ
泳
げ

る
子
は
50
％
弱
だ
。

問
猛
暑
が
続
く
。
市
民

プ
ー
ル
を
整
備
し
、
年
間

を
通
し
水
泳
授
業
を
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
プ
ー
ル
の
老
朽
化

も
進
む
、
全
天
候
型
の
市

民
プ
ー
ル
は
有
効
だ
と
考

え
る
が
、
財
政
な
ど
課
題

も
あ
る
。
あ
り
方
検
討
会

で
審
査
中
だ
。

米
軍
・
自
衛
隊

問
７
月
10
日
の
連
絡
な
し

の
日
米
合
同
訓
練
、
防
衛

局
の
説
明
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

市
長
防
衛
省
内
部
の
事
情

で
連
絡
が
で
き
な
か
っ
た

と
謝
罪
さ
れ
、
再
発
防
止

策
も
示
さ
れ
た
。
厳
し
く

抗
議
し
今
後
へ
の
要
請
を

し
た
。

問
３
年
前
の
三
津
の
事
故

の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。

市
長
私
の
指
揮
不
足
で

反
省
し
て
い
る
。

問
８
月
30
日
か
ら
発
電
機

が
連
続
稼
働
し
て
い
る
事

情
は
。

市
長
確
認
し
て
広
報
し

た
が
、
止
ま
ら
な
い
事
情

の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

問
事
前
の
連
絡
は
。

市
長
な
か
っ
た
。

問
苦
情
が
あ
る
が
。

市
長
早
急
な
停
止
を
要

請
し
て
い
る
。

発電機の音が聞こえる袖志の棚田

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

市
長

一般質問

無 会 派

永
な が い

井 友
と も あ き

昭

連
絡
な
し
の
日
米
合
同
訓
練

市
の
見
解
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

強
く
抗
議
し
た

問
着
物
離
れ
は
和
装
が

否
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
。
市
と
し
て
の
認

識
は
ど
う
か
。

市
長
人
口
減
少
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
加
え
て
、

行
事
な
ど
、
着
用
の
機
会

の
減
少
な
ど
も
あ
る
。
現

在
の
生
活
に
あ
っ
た
着
用

場
面
、
普
段
着
的
な
商
品

開
発
、
選
択
肢
が
広
が
る

価
格
帯
の
提
示
な
ど
の
工

夫
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
サ
イ
ト
で
は
業
界
の

そ
う
し
た
新
た
な
取
り
組

み
も
見
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
・

学
生
海
外
派
遣
事
業

問
生
徒
が
持
つ
背
景
や

条
件
が
違
っ
て
も
、誰
も
が

挑
戦
で
き
る
機
会
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
制

度
に
す
べ
き
だ
。

市
長
公
平
性
の
観
点
か

ら
一
定
程
度
、
受
益
者
負

担
を
お
願
い
す
る
必
要
が

あ
る
。
誰
も
が
挑
戦
で
き

る
機
会
の
確
保
と
し
て
、

英
語
力
向
上
支
援
ソ
フ
ト

を
全
生
徒
の
端
末
に
導
入

し
て
学
習
環
境
を
整
え
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
、
経
済
状

況
や
家
庭
状
況
、
事
情
に

関
わ
ら
ず
意
欲
あ
る
子
供

た
ち
が
等
し
く
、
挑
戦
で

き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
他
市
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
補
助
支
援
制

度
の
見
直
し
も
含
め
取
り

組
ん
で
い
く
。

災
害
避
難
所
運
営
訓
練
に

つ
い
て

問
避
難
所
運
営
訓
練
は

起
こ
り
う
る
事
態
を
想
定

し
た
形
で
模
擬
的
に
行
っ

て
は
ど
う
か
。

市
長
こ
れ
ま
で
、訓
練
に

つ
い
て
は
地
震
・
津
波
な

ど
を
前
提
と
し
て
行
っ
て

き
た
。
市
職
員
、
関
係
機

関
、
市
民
と
の
連
携
を
中

心
に
し
て
、
避
難
所
の
運

営
を
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
い
け
る
の
か
が
大
切
だ
。

職
員
が
避
難
所
に
た
ど
り

着
け
な
い
こ
と
は
想
定
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
で

は
被
災
住
民
主
体
で
の
避

難
所
開
設
・
運
営
も
重
要

だ
。
訓
練
の
あ
り
方
と
し

て
、
住
民
の
主
体
性
を
ど

う
加
え
て
い
け
る
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

グローバル化時代の外国語学習

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

一般質問

日本共 産 党

源
みなもと

　進
しんいち

一

着
物
離
れ
は
着
用
機
会
の
減
少

だ
け
で
は
な
い
が

現
代
生
活
に
合
っ
た
形
で

商
品
提
示
の
工
夫
も
必
要
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市
長

問
ワ
ン
ハ
ン
ド
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
よ
る
海
ご
み
回
収

支
援
を
、美
し
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
条
例
に
基
づ
い
て

体
系
化
し
、
よ
り
一
層
の

推
進
を
す
べ
き
。

市
長
民
間
企
業
や
市
民

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ロ
ー
カ
ル
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
市

民
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。

問
離
湖
の
水
質
が
著
し
く

悪
い
。
課
題
認
識
は
。

市
長
昔
よ
り
水
質
が
改

善
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
発

生
で
、丹
後
保
健
所
か
ら
、

健
康
へ
の
問
題
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

問
改
善
す
る
必
要
が
あ

る
と
は
認
識
し
て
い
な
い

の
か
。

市
長
長
期
的
な
水
質
の

状
況
も
含
め
て
検
討
す
る
。

管
理
者
で
あ
る
京
都
府
に

意
見
を
述
べ
、
対
応
を
求

め
る
。

令
和
14
年
更
新
と
な
る
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備

費
用
が
１
１
８
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
る

問
こ
の
試
算
の
詳
細
と

物
価
高
騰
の
影
響
は
。

市
長
令
和
４
年
に
当
時

の
建
設
費
単
価
を
も
と
に

試
算
し
、
市
の
実
質
負
担

は
60
億
と
見
込
ん
だ
。
今

で
は
さ
ら
に
多
額
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
現
在
基

本
構
想
を
策
定
中
で
、
そ

の
後
具
体
化
す
る
。

既
存
施
設
の
維
持
費
用
と

し
て
今
後
40
年
で
、
年
平

均
１
１
８
億
円
が
か
か
る

と
公
共
施
設
管
理
計
画
に

記
載
さ
れ
て
い
る

問
公
共
施
設
の
見
直
し
が

急
務
。
考
え
は
。

市
長
維
持
管
理
費
の
高
騰

も
あ
る
が
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
も
配
慮
す
る
。

問
他
市
で
も
公
共
施
設

包
括
管
理
を
外
部
委
託
し

て
い
る
。
公
共
施
設
の
見

直
し
に
は
、統
合
に
よ
る
効

果
を
ど
う
発
揮
す
る
か
と

い
う
企
画
立
案
が
重
要
。

そ
こ
に
職
員
リ
ソ
ー
ス
を

注
ぐ
た
め
に
も
有
効
策
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長
包
括
管
理
委
託
に

つ
い
て
、
可
能
性
を
検
討

す
る
。

離湖の水質悪化で遊泳禁止となった海岸

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

一般質問

無 会 派

鳴
な る み

海 公
ま さ の り

軌

自
然
環
境
を
守
り

生
か
す
ま
ち
づ
く
り
を

京
都
府
と
も
連
携
し

多
角
的
に
進
め
る

問
市
長
の
議
会
に
お
け
る

発
言
や
各
種
計
画
な
ど
が
、

予
定
通
り
事
業
化
さ
れ
な

い
時
、
十
分
な
説
明
が
な

い
こ
と
が
、
市
民
や
議
会

に
対
し
信
頼
関
係
の
醸
成

に
影
響
は
な
い
か
。

市
長
い
く
つ
か
例
を
出
さ

れ
て
の
指
摘
で
あ
り
、
大

切
な
こ
と
と
受
け
止
め
て

い
る
。
早
い
報
告
と
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
ら
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
今
回
の
議
案
で
賛
否

が
拮
抗
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、合
併
し
た
ま
ち
と
し
て

地
域
を
２
分
す
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
が
。

市
長
我
々
の
ま
ち
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
よ
う
な

亀
裂
を
生
む
こ
と
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
し
市
民
が

共
有
す
べ
き
こ
と
。

問
都
市
拠
点
構
想
と
地
域

拠
点
は
同
等
と
発
言
さ
れ

て
い
る
が
、
地
域
拠
点
構

想
は
な
い
。
総
合
計
画
に

示
さ
れ
て
い
る
多
極
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
、
市
民
の
信
頼

が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

市
長
指
摘
を
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
。新
た
な
立
地

適
正
化
計
画
の
中
で
６
町

の
地
域
拠
点
の
姿
を
示
し

て
い
き
た
い
。

問
令
和
７
年
度
の
予
算
編

成
で
、
勧
告
に
基
づ
く
人

件
費
の
増
加
が
大
き
く
、増

額
分
の
半
分
を
地
方
交
付

税
で
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
基
準
財
政
需
要
額

の
範
囲
を
大
き
く
超
え
て

お
り
、
組
織
の
肥
大
化
で

は
と
考
え
る
が
。

市
長
他
団
体
と
比
べ
る
と

ど
う
か
精
査
し
て
お
り
、

次
年
度
以
降
を
ど
う
し
て

い
く
か
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
上
、
総
務
省
、
内
閣

官
房
に
対
し
交
付
税
措
置

の
要
望
を
し
て
い
る
。

問
総
合
計
画
の
地
域
拠

点
に
係
る
生
活
機
能
の

維
持
を
す
る
決
意
が
あ
る

か
と
聞
い
た
が
、
丹
後
町

間
人
の
ス
ー
パ
ー
撤
退
時

に
具
体
的
な
形
に
で
き
な

か
っ
た
が
。

市
長
関
係
者
と
意
思
の

疎
通
を
は
か
り
、
市
独
自

の
財
源
も
含
め
て
支
援
す

る
こ
と
で
進
め
て
き
た
が
、

民
間
主
導
と
な
っ
た
。

価値創造が求められる市役所

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

一般質問

無 会 派

松
ま つ も と

本 聖
し ょ う じ

司

都
市
拠
点
構
想
に
係
る
公
共
施

設
計
画
の
課
題
は
何
か

今
回
の
結
果
を
検
証
し

今
後
の
議
論
に
生
か
し
て
い
く
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◆ 一般質問



会派名
議
案
の
可
否

政渓会 日本
共産党 翔和会 無会派

　　　　　　　　　　　　 議 員 名   
　　案　件

谷
津
　
伸
幸

池
田
　
惠
一

小
牧
　
裕
幸

櫻
井
　
祐
策

野
木
　
教
貴

東
田
　
真
希

吉
岡
　
正
一

和
田
　
　
晋

田
中
　
邦
生

平
林
智
江
美

橋
本
ま
り
子

源
　
　
進
一

多
賀
野
一
彦

山
本
　
佑
太

由
利
　
彰
基

佐
久
間
仁
美

永
井
　
友
昭

鳴
海
　
公
軌

松
本
　
聖
司

令和７年度京丹後市一般会計補正予算
（第３号） 否決 × × ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○

令和６年度京丹後市一般会計決算認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度京丹後市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

旧橘小学校跡地利用（デュラクスジャパン
㈱）に関する陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × 退 × ×

賛否の分かれた案件を記載しています。

◇◆◇　賛否一覧　◇◆◇

《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除 》中野勝友議員は議長職のため表決権はありません。

問
シ
ニ
ア
世
代
が
活
躍

で
き
る
短
時
間
の
求
人
情

報
な
ど
を
掲
載
し
て
は
。

市
長
全
戸
配
布
の
『
シ
ニ

ア
向
け
求
人
情
報
』で
は
、

８
割
が
勤
務
日
時
の
相
談

が
可
能
。広
報
紙
や
社
協
、

ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
な
ど
で
も
配

信
を
行
っ
て
い
る
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長
健
康
や
医
療
、
生

活
相
談
、
介
護
保
険
に
係

る
相
談
が
多
く
、
複
合
的

な
生
活
課
題
の
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
体
制
の

維
持
・
強
化
が
重
要
。

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ

い
て

問
外
出
支
援
事
業
の
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
乗
車
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
が
購
入
し
や
す
く

な
ら
な
い
か
。

市
長
長
寿
福
祉
課
だ
け

で
な
く
、
各
町
の
市
民
局

で
も
購
入
可
能
。
申
請
も

簡
素
に
、
委
任
状
と
申
請

書
が
一
枚
に
な
っ
て
い
る
。

問
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

現
状
と
課
題
は
。

市
長
交
通
事
業
者
と
の

調
整
・
連
携
の
も
と
に
、

徐
々
に
運
行
区
域
を
広
め

て
い
る
。
11
月
か
ら
は
久

美
浜
町
域
に
お
い
て
実
証

運
行
を
予
定
し
て
い
る
。

面
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
型
の
運
行
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
に
期
待
す
る
6
つ
の

機
能
の
現
状
は
。

市
長
集
い
の
場
づ
く
り
や

移
動
支
援
、
地
域
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
取

り
組
み
な
ど
が
広
が
っ
て

い
る
。
６
町
に
設
置
し
た

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
、
き
め
細
や
か

な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
今
年
12
月
２
日
以
降

従
来
の
保
険
証
が
使
用
で

き
な
く
な
る
が
、
代
替
手

段
の
資
格
確
認
書
の
利
用

見
込
み
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
支
援
は
。

市
長
後
期
高
齢
者
の
資

格
確
認
書
が
必
要
な
割
合

は
25
・
４
％
だ
が
全
員
に

交
付
す
る
。
出
張
申
請
な

ど
引
き
続
き
行
い
交
付
に

つ
な
げ
る
。

必要な支援を行う地域の総合相談窓口

録
画
配
信
は

こ
ち
ら

市
長

一般質問

無 会 派

佐
さ く ま

久間仁
ひ と み

美

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
健
康
づ

く
り
の
推
進
が
重
要
で
は

世
界
長
寿
サ
ミ
ッ
ト
の
宣
言
の

成
果
も
取
り
入
れ
整
え
て
い
く
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◆ 一般質問、賛否一覧



令和７年８月８日（金）　丹後町・弥栄町・久美浜町で開催

市民市民とと議会議会のの懇談会懇談会

丹
後
町
会
場

意
地
区
要
望
が
適
切
に
反

映
・
実
現
さ
れ
る
こ
と
で
、
災

害
時
の
被
害
を
効
果
的
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

意
防
災
に
対
す
る
補
助
が

少
な
く
、さ
ら
に
補
助
率
も
引

き
下
げ
ら
れ
、
防
災
対
策
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。

意
是
安
川
の
川
床
に
土
が
溜

ま
っ
て
い
る
。大
雨
の
際
心
配
。

 

そ
の
他
の
ご
意
見 

都
市
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

意
す
べ
て
を
峰
山
に
持
っ
て

い
く
の
は
ど
う
か
。６
町
平
等

で
あ
る
べ
き
。

意
理
解
は
す
る
が
、そ
れ
ま

で
に
各
地
域
の
整
備
を
行
う

こ
と
が
先
で
は
な
い
か
。

意
計
画
の
不
透
明
性
、市
民

へ
の
周
知
、「
都
市
拠
点
」
と

「
地
域
拠
点
」の
連
携
の
不
明

確
さ
や
京
丹
後
市
の
将
来
像

へ
の
懸
念
が
あ
る
。

弥
栄
町
会
場

意
災
害
時
、高
齢
者
の
徒
歩

避
難
は
困
難
を
感
じ
る
。
空

調
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

が
、
完
備
さ
れ
て
い
る
施
設

が
な
い
こ
と
が
大
き
な
課

題
。
せ
め
て
夏
場
に
は
大
型

扇
風
機
の
配
置
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

意
避
難
所
で
の
格
差
が
生

じ
て
お
り
、
格
差
を
無
く
す

運
営
方
法
を
模
索
す
べ
き
。

 

そ
の
他
の
ご
意
見 

都
市
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

意
用
地
変
更
は
知
ら
な
か
っ

た
。
市
民
が
置
き
去
り
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

意
図
書
館
は
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
の
が
必
要
で
同
時
に

地
域
に
あ
る
図
書
室
も
し
っ

か
り
し
て
ほ
し
い
。

意
峰
山
の
中
心
部
に
複
合

施
設
が
あ
れ
ば
若
い
人
も

来
る
。
無
料
バ
ス
が
あ
れ
ば

年
配
者
も
行
く
。
一
方
で
中

心
地
ば
か
り
栄
え
て
、
地
域

が
疎
遠
に
な
っ
て
い
く
危
惧

も
あ
る
。

久
美
浜
町
会
場

意
消
防
団
の
運
営
経
費
が

少
な
く
、
消
防
団
備
品
が
ま

と
も
に
購
入
で
き
な
い
。

意
海
浜
沿
い
に
あ
る
埋
設
型

消
火
栓
が
砂
に
埋
ま
っ
て
有

事
の
際
に
対
応
が
で
き
な
い
。

意
要
支
援
者
に
消
防
団
員

が
選
任
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
発
災
時
は
現
場

に
出
動
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
選
任
す
る
こ
と

は
適
切
で
な
い
。

 

そ
の
他
の
ご
意
見 

意
箱
石
の
遊
歩
道
の
復
旧

工
事
に
つ
い
て
、地
元
か
ら
は

反
対
の
意
見
も
あ
っ
た
。

意
都
市
拠
点
等
整
備
推
進

事
業
に
予
算
を
使
わ
ず
、地
区

要
望
な
ど
に
予
算
を
使
っ
て

ほ
し
い
。

意
地
域
拠
点
整
備
の
動
き
は

あ
る
の
か
。

議
会
の

調
査
結
果
報
告

問
網
野
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
新
設
に
よ
り
、敷

地
が
狭
く
な
っ
た
が
、ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
に
支
障
は
な

い
か
。

答
引
き
続
き
、
離
発
着

場
と
し
て
使
用
可
能
。

問
地
区
避
難
所
の
設
置

状
況
は
。

答
市
指
定
避
難
所
は
厳

格
な
基
準
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
る
が
、地
区
避
難
所

は
自
主
開
設
で
基
準
は

な
い
。市
は
危
険
な
場
所

の
利
用
を
避
け
る
よ
う

助
言
す
る
こ
と
が
あ
る
。

問
観
光
客
へ
の
避
難
所

の
周
知
方
法
は
。

答
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
各
種
媒
体
を
用
い
た

プ
ッ
シ
ュ
型
の
発
信
に
よ

る
情
報
取
得
を
促
し
て

い
る
。

◆◆
次
回
開
催

次
回
開
催
◆◆

令
和
８
年
２
月

令
和
８
年
２
月

開
催
予
定

開
催
予
定

皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

○６月臨時会、６月定例会の概要報告
○市政に対する提言、議会活動などについて意見交換

懇 談 テ ー マ： 「災害に強いまちづくり」
懇談会参加者のご意見などを掲載しています。カフェ方式（自由に対話のできるグループ形式）で行い、
出された意見や要望は必要に応じて各常任委員会で所管事務調査をするなどの対応を行います。

丹後町会場

久美浜町会場
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◆ 市民と議会の懇談会



市民の
声

あ

と

が

き

久
美
浜
町
の
谷
口
潔

（
70
）
で
す
。
中
学
ま
で

久
美
浜
で
育
ち
、
卒
業
後

は
町
を
離
れ
て
い
ま
し
た

が
、
60
歳
定
年
を
機
に
西

本
町
区
に
U
タ
ー
ン
し
て

現
在
は
自
営
業
を
し
て
い

ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
す
ぐ
翌

年
に
副
区
長
1
年
、
そ
の

後
区
長
3
年
勤
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
母
親
が
一
人

暮
ら
し
で
長
年
地
域
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
の
感
謝
、
そ
れ
と
ふ

る
さ
と
久
美
浜
へ
の
思
い

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
誰

か
が
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
な
ら
、
私
に
で
き

る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
引

き
受
け
よ
う
」
と
い
う
思

い
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

区
長
と
し
て
地
域
を
見

つ
め
る
中
で
、
地
域
の
課

題
が
沢
山
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
な
ん
と
か
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
区
長
お

よ
び
区
長
会
長
が
1
年
で

交
代
し
て
い
る
現
状
で

は
、
継
続
的
に
課
題
解
決

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
久
美
浜

一
区
自
治
会
（
9
区
、
約

６
０
０
世
帯
）
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

自
治
会
は
、
専
任
で
複

数
任
期
の
区
長
会
長
を
置

く
。
地
域
の
3
つ
の
組
織

（
区
長
会
、
自
治
振
興
会
、

公
民
館
）
を
統
合
す
る
。

事
務
局
を
充
実
す
る
。
そ

し
て
、
初
代
自
治
会
長
を

引
き
受
け
て
6
年
に
な
り

ま
す
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、

こ
れ
ま
で
は
主
に
世
帯
主

の
意
見
で
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
が
、
区
民
全
員
（
中
学

生
以
上
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
将
来
の
ま
ち
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。そ
の

結
果
「
子
供
が
元
気
な
ま

ち
」
を
目
指
す
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

感
動
的
な
答
え
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
「
子
供
」

を
主
軸
と
し
た
事
業
は
少

な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の

結
果
に
驚
き
と
と
も
に
、

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま

し
た
。

こ
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
、
地
域
の
方
々
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
保
育

所
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
結
果
、
要
望
が

強
か
っ
た
の
は
、
子
供
た

ち
の
居
場
所
と
遊
び
場
で

し
た
。

そ
こ
で
、
幼
児
が
雨
の

日
に
遊
べ
る
場
所
、
小
学

生
が
放
課
後
宿
題
が
で
き

る
場
所
、
中
学
生
が
試
験

前
に
友
達
と
勉
強
で
き
る

場
所
、
公
園
の
遊
具
（
ブ

ラ
ン
コ
、鉄
棒
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
、砂
場
）
の
設
置

を
行
い
ま
し
た
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

区
長
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
事
務
局（
現
在
4
人
）

中
心
で
行
い
、
事
務
局
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く
仕

事
と
し
て
行
う
よ
う
手
当

も
し
っ
か
り
支
払
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。

こ
の
事
務
局
中
心
の
取

組
に
よ
り
、
地
区
要
望
の

実
現
や
防
災
対
策
な
ど
の

課
題
も
着
実
に
進
ん
で
い

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
「
子
供
が
元
気

な
ま
ち
」
に
向
け
、
い
ろ

い
ろ
と
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

（
前
列
右
か
ら
）

委　
　

員　

永
井　

友
昭

委
員
長　

松
本　

聖
司

副
委
員
長　

東
田　

真
希

委　
　

員　

谷
津　

伸
幸

（
後
列
右
か
ら
）

委　
　

員　

小
牧　

裕
幸

　

〃　
　

由
利　

彰
基

　

〃　
　

源　
　

進
一

　

〃　
　

山
本　

佑
太

９
月
議
会
初
日
の
４
日
、
午
前
中
の
採
決
を
終
え
、

控
室
で
の
休
憩
中
の
で
き
こ
と
で
す
。
傍
聴
に
訪
れ

て
い
た
子
育
て
中
の
方
が
挨
拶
に
見
え
ま
し
た
。

話
の
内
容
は
「
都
市
拠
点
施
設
の
必
要
性
に
つ

い
て
色
々
な
角
度
か
ら
熱
心
な
議
論
の
現
場
に
立

ち
会
え
て
、
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
市
民
と
し
て
議
会
の
活
動
に
関
心
を

も
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
謝
を
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
る
多
く
の
議
員
が
立
ち
上

が
り
、
拍
手
を
も
っ
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

一
つ
の
議
案
に
対
し
、
懸
命
に
議
論
し
て
い
く
姿
勢

や
た
ゆ
ま
ぬ
議
会
改
革
の
取
り
組
み
が
、
市
民
に

伝
わ
っ
た
の
で
は
と
午
後
の
本
会
議
場
に
向
か
う

背
筋
が
伸
び
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

「
子
供
が
元
気
な
ま
ち
」
へ

久
美
浜
町 

谷
口 

潔

投稿者の谷口さん

設置された鉄棒に喜ぶ子どもたち
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◆ 市民の声・あとがき
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